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議論する。実験および理論から許される非標準相互作用を含む場合について e－e＋→W －W ＋νν¯ →t t¯ νν¯ 過程の衝
突断面積を計算し、標準模型からの可能なずれの大きさを評価した。その結果、新物理が TeV スケールにあるような
場合には、この相互作用の効果が将来の国際線形加速器で十分に観測できることを示した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 ヒッグス粒子はゲージ場と物質場の質量生成と電弱対称性の破れを担う粒子で、唯一の未発見粒子であり、その発
見と精細な性質の測定は緊急の課題である。 
 本論文では、電子・陽電子散乱過程でのトップクオークとヒッグス粒子の相互作用の測定により、標準模型を超え
た新しい相互作用が発見出来る可能性を指摘した。特に、新しい相互作用を仮定し、散乱断面積を計算し、標準理論
からの可能なずれを評価し、新物理が TeV スケールにあるような場合には、この相互作用の効果が将来の線形加速器
で十分に観測できることを示した。 
 これらの研究内容は、博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
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